
参考資料 

 

１ 川崎市立労働会館の指定管理者の指定について（平成２７年１１月２６日

提出・平成２７年１２月１５日議決） 

管理を行わせる公 

の施設の名称及所 

在地 

名 称 川崎市立労働会館 

所在地 川崎市川崎区富士見２丁目５番２号 

指定管理者となる 

団体 

住 所 横浜市中区寿町１丁目４番地 

名 称 公益財団法人神奈川県労働福祉協会 

代表者 理事長 髙嶋 薫 

指定期間 平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まで 

 

２ 変更の理由  

  川崎市立労働会館内ホールの特定天井対策に向けた調査の実施等に伴い、

川崎市立労働会館と川崎市教育文化会館との再編整備のスケジュールが変更

となったことから、改修工事着手までの２年間については、指定管理期間を

延長し、市民サービスの安定的・継続的な提供や、効率的・効果的な施設の

管理運営を行うため、現行の指定期間を２年延長するものである。 

 

諮問第 １ 号 

 

生活保護費返還金の督促に関する処分に係る審査請求について 

 

生活保護費返還金の督促に関する処分について、次のとおり審査請求があっ

たので、地方自治法第２３１条の３第７項の規定により諮問する。 

 

令和２年１１月２４日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

１ 審査請求人 

  ＊ ＊ ＊ ＊ 

２ 審査請求の年月日 

  令和元年１２月５日 

３ 審査請求の趣旨 

  川崎市長による次の督促に関する処分（以下「本件処分」という。）を取

り消すとの裁決を求める。 

  督促状発行日  令和元年１１月２０日 

  金 額  １２０，５１６円 

  納 入 事 由  生活保護法第６３条の規定に基づく生活保護費返還金 

４ 審査請求の理由 

 ⑴ 審査請求人は、生活保護法第６３条の規定に基づく費用返還額の決定に

係る処分について神奈川県知事に対して審査請求を行っているところ、当

該審査請求の裁決前に本件処分がなされたため、本件処分は違法又は不当

である。 



 

 ⑵ 借家法第１条の２の規定に基づく移転費用として支払われた金銭につい

て、賠償額として認定され、返還を求められたため、本件処分は違法又は

不当である。 

 

 

 



 

参考資料 

 

   事 件 の 概 要 

 

１ 令和元年９月２６日、本市は、審査請求人に対し、アパートの立退料とし

て収入があったことを理由に、生活保護法第６３条の規定に基づき、費用返

還額の決定を行った。 

２ 令和元年１０月１９日、審査請求人は、費用返還額の決定に係る処分につ

いて、神奈川県知事に対し、審査請求を行った。 

３ 令和元年１１月２０日、本市は、審査請求人に対し、生活保護費返還金の

督促に関する処分（以下「本件処分」という。）を行った。 

４ 本事件は、費用返還額の決定に係る処分の審査請求の裁決前に本件処分が

行われたこと、借家法第１条の２に基づく移転費用として支払われた金銭に

ついて、賠償額として認定され、返還を求められたこと等を理由として、本

件処分の取消しを求めるため、審査請求がなされたものである。 

 

 

 ⑵ 借家法第１条の２の規定に基づく移転費用として支払われた金銭につい

て、賠償額として認定され、返還を求められたため、本件処分は違法又は

不当である。 

 

 

 



 

番 

 

号 

発 生 

 

局 名 

専決処分 

 

年 月 日 

事 件 の 概 要 

１ 環境局  2. 6.11 

令和元年10月22日、高津区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊で、本市中型ごみ収集車が、敷地

内から道路に出ようとした際、被害者所有の

植込みの外壁に接触し、破損させたもの 

２ 環境局  2. 8. 2 

令和元年12月６日、中原区＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊で、本市中型ごみ収集車がごみ

を収集した際、当該中型ごみ収集車から油が

漏れ、被害者所有のタイル舗装等を汚損させ

たもの 

３ 環境局  2. 8. 5 

令和２年１月４日、幸区＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊で、本市中型ごみ収集車が、集積

所に着けるため後退しようと右に寄った際、

後方から走行してきた被害者所有の自動二輪

車に接触し、被害者を負傷させ、及び当該自

動二輪車を破損させたもの 

４ 環境局  2. 8. 6 

令和２年６月16日、麻生区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊で、本市小型ごみ収集車が、集積

所に着けようと後退した際、被害者所有の植

込みの外壁に接触し、破損させたもの 

５ 環境局  2. 9. 8 

令和２年６月12日、中原区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊で、本市小型ごみ収集車が、

対向車を避けようと左に寄った際、被害者所

有の道路標識柱に接触し、破損させたもの 

６ 環境局  2. 9.18 

令和２年４月25日、多摩区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊で、本市小型ごみ収集車が、右

折した際、右側から走行してきた被害者所有

の軽乗用車に接触し、破損させたもの 

７ 環境局  2.10. 2 

令和２年５月20日、幸区＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊で、本市大型コンテナ車が作業を

終え、発進した際、被害者所有のシャッター

に接触し、破損させたもの 

８ 環境局  2.10. 5 

令和２年８月22日、川崎区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊で、本市小型ごみ収集車が、信号待ち

のため一時停止していた被害者所有の普通乗

用車に追突し、破損させたもの 

９ 環境局  2.10. 8    

令和２年６月10日、多摩区＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊で、本市小型ごみ収集車が、停

車中の車両の左側を通り抜けようとした際、

被害者所有の集積所の外壁に接触し、破損さ

せたもの 

 




